
　

今
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

小
学
校
か
ら
大
学
に
至
る
ま

で
、
こ
れ
ま
で
学
校
の
卒
業

式
が
4
回
あ
り
ま
し
た
が
、

出
席
で
き
た
の
は
2
回
だ
け

で
し
た
。
小
学
校
の
卒
業
式

に
は
同
級
生
27
名
と
一
緒
に

出
席
し
、
式
終
了
後
、
教
室

に
戻
っ
た
後
、
担
任
の
先
生

が
教
壇
の
前
で
、
一
人
ひ
と

り
に
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け

て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
今
で

も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
中

学
校
で
は
同
学
年
が
4
ク
ラ

ス
あ
り
、
式
で
は
ク
ラ
ス
ご

と
に
名
前
が
呼
ば
れ
、
ク
ラ

ス
の
代
表
が
校
長
先
生
よ
り

卒
業
証
書
を
渡
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
後
の
こ
と
は

あ
ま
り
記
憶
に
残
っ
て
い
ま

せ
ん
。
小
学
校
の
頃
の
よ
う

に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
的
と
い
う

よ
り
、
儀
式
的
な
要
素
が
強

く
、
淡
々
と
式
が
進
行
し
て

い
た
こ
と
に
も
よ
り
ま
す
が
、

何
と
言
っ
て
も
高
校
入
試
の

結
果
が
わ
か
る
前
で
も
あ
り
、

私
自
身
の
気
も
そ
ぞ
ろ
だ
っ

た
の
が
そ
の
一
因
だ
と
思
い

ま
す
。
高
校
の
卒
業
式
は
欠

席
し
ま
し
た
。
直
後
に
大
学

入
試
を
控
え
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、「
卒
業
式
ど
こ
ろ
で
は

な
い
」
と
の
思
い
が
当
時
は

あ
り
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、

「
人
生
に
一
度
の
大
事
な
式
で

あ
り
、
出
席
す
る
時
間
ぐ
ら

い
を
惜
し
ん
で
ど
う
な
ん
だ
」

と
当
時
の
私
を
非
難
し
た
く

な
り
ま
す
。

　

大
学
の
卒
業
式
に
は
驚
き

の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
卒

業
生
が
会
場
に
集
合
し
、
式

が
始
ま
り
、
学
長
の
式
辞
が

始
ま
る
や
否
や
、
一
部
学
生

が
壇
上
に
乱
入
し
、
マ
イ
ク

を
片
手
に
持
っ
た
学
長
が
「
卒

業
生
の
み
な
さ
ん
、
お
め
で

と
う
」
と
叫
ば
れ
た
の
が
最

後
、
式
は
中
断
さ
れ
流
れ
ま

し
た
。
大
学
紛
争
の
あ
お
り

で
入
学
式
も
挙
行
さ
れ
ず
、

卒
業
式
ま
で
も
か
と
、
当
時
、

あ
る
意
味
感
慨
深
げ
な
思
い

を
抱
い
た
も
の
で
し
た
。

　

教
員
と
な
り
、
40
年
以
上

が
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。
新
入

生
を
迎
え
、
卒
業
生
を
送
る

と
い
っ
た
年
月
を
繰
り
返
す

中
、こ
れ
ま
で
、「
生
徒
に
と
っ

て
の
3
年
間
に
、
い
か
に
自

分
な
り
の
足
跡
を
残
せ
る
か
」

を
教
員
と
し
て
の
行
動
基
軸

に
据
え
て
行
動
し
て
き
ま
し

た
。
ク
ラ
ス
担
任
を
し
た
の

は
14
年
で
す
が
、
そ
の
う
ち

12
年
は
3
年
間
持
ち
上
が
り

で
担
任
を
し
、
特
に
直
接
生

徒
と
の
関
り
が
深
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
そ
の
時
の
卒
業

式
は
強
く
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
初
め
て
3
年
生
を
担

任
し
た
時
の
卒
業
式
で
は
、

卒
業
証
書
授
与
の
際
の
進
行

は
、
担
任
が
ク
ラ
ス
ご
と
に

名
前
を
読
み
あ
げ
、
ク
ラ
ス

代
表
生
徒
が
一
人
、
壇
上
で

校
長
か
ら
卒
業
証
書
を
渡
さ

れ
る
や
り
方
で
し
た
。
何
日

か
前
か
ら
自
分
な
り
に
練
習

を
し
、
当
日
は
で
き
る
だ
け

会
場
の
生
徒
の
顔
を
見
な
が

ら
名
前
を
読
み
上
げ
る
よ
う

心
掛
け
ま
し
た
。
式
が
終
わ

り
、柏
原
芳
江
の
「
春
な
の
に
」

の
歌
が
流
れ
る
中
、
卒
業
生

が
退
場
す
る
際
に
は
思
わ
ず

涙
が
流
れ
ま
し
た
。
別
の
学

校
に
転
勤
に
な
り
、
最
初
の

卒
業
式
で
は
、
司
会
者
が
「
閉

式
の
辞
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、

会
場
の
卒
業
生
か
ら
「
ち
ょ
っ

と
待
っ
た
あ
」
と
声
が
か
か

り
、
壇
上
に
上
が
っ
て
い
き
、

何
や
ら
し
ゃ
べ
り
始
め
た
の

に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

後
で
同
僚
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、

こ
こ
何
年
か
、
こ
う
し
て
式

の
最
後
に
卒
業
生
か
ら
声
が

か
か
り
、
高
校
生
活
へ
の
思

い
を
し
ゃ
べ
る
の
が
慣
例
に

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

本
校
に
赴
任
し
て
最
初
の

卒
業
式
で
新
鮮
な
思
い
を
抱

い
た
の
は
、
卒
業
生
退
場
の

場
面
で
し
た
。
式
が
終
了
し

来
賓
の
方
々
が
退
場
さ
れ
た

後
、
校
長
が
壇
上
に
上
が
っ

た
の
で
、
何
が
始
ま
る
の
か

と
思
っ
た
と
こ
ろ
、
３
Ｓ
１

か
ら
順
次
ク
ラ
ス
ご
と
に
代

表
生
徒
の
掛
け
声
と
と
も
に

起
立
し
て
、
正
面
に
礼
を
し
、

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
挨
拶
し
た
後
、
会
場

の
中
央
か
ら
後
方
に
向
か
っ

て
、
保
護
者
席
を
通
り
な
が

ら
退
場
し
て
い
き
ま
し
た
。

保
護
者
に
笑
顔
を
見
せ
な
が

ら
退
場
し
て
い
く
卒
業
生
の

姿
に
、
厳
粛
に
進
め
ら
れ
た

式
の
後
だ
け
に
、
温
か
み
の

あ
る
思
い
を
感
じ
た
も
の
で

し
た
。

　

幼
稚
園
か
ら
始
ま
っ
た
初

等
中
等
教
育
は
高
校
で
終
了

し
ま
す
。
卒
業
後
、
大
学
等

の
高
等
教
育
へ
の
進
学
、
専

門
学
校
へ
の
進
学
、
就
職
と
、

そ
れ
ぞ
れ
道
は
分
か
れ
ま
す

が
、
卒
業
式
の
一
日
が
こ
れ

ま
で
受
け
て
き
た
十
数
年
間

の
教
育
の
締
め
く
く
り
の
日

で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
が
あ

り
ま
せ
ん
。
卒
業
生
の
み
な

さ
ん
。
級
友
や
ク
ラ
ブ
の
仲

間
た
ち
と
過
ご
し
た
3
年
間

の
高
校
生
活
に
想
い
を
は
せ
、

支
え
て
い
た
だ
い
た
保
護
者

の
方
々
に
感
謝
し
、
そ
し
て

関
わ
っ
て
く
れ
た
多
く
の
先

生
方
の
、
そ
の
時
々
の
励
ま

し
の
言
葉
や
声
掛
け
を
思
い

出
し
な
が
ら
、
こ
の
卒
業
式

の
一
日
を
大
事
に
過
ご
し
て

く
だ
さ
い
。

卒
業
式
に
思
い
を
寄
せ
て

校
長　
中
谷 

文
弘
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を
超
え
る
歩
み
は
、
め
ま
ぐ

る
し
く
変
容
す
る
社
会
の
要

請
や
教
育
の
在
り
方
を
見
極

め
、
厳
し
さ
を
増
す
私
学
経

営
に
対
応
で
き
る
変
化
の
積

み
重
ね
で
あ
り
ま
し
た
が
、

お
陰
さ
ま
で
文
武
両
道
を
兼

ね
備
え
た
私
立
高
校
と
し
て

高
い
評
価
を
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
勉
学
や
部
活
動
な
ど

様
々
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、
不

変
の
建
学
の
精
神
で
あ
る

「
学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣

味
の
殿
堂
た
れ
」
を
実
践
し

て
き
た
卒
業
生
の
皆
さ
ん
を

含
め
、
歴
代
の
生
徒
の
皆
さ

ん
の
奮
闘
の
お
陰
で
あ
り
ま

す
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
活
躍

は
学
校
や
地
域
の
皆
さ
ん

に
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
ず
、
昨
年
、
全
国
高

等
学
校
総
合
体
育
大
会
へ
は

6
競
技
、
45
名
の
生
徒
の
皆

さ
ん
が
出
場
を
果
た
し
ま
し

た
。
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

は
団
体
準
優
勝
、
個
人
戦
に

お
い
て
は
浪
岡
さ
ん
、
藤
城

さ
ん
の
ペ
ア
が
第
3
位
と
い

う
結
果
を
残
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
自
転
車
競
技
ス

プ
リ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
小

西
君
が
第
6
位
に
入
賞
を
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
浪
岡
さ

ん
、
小
西
君
は
そ
れ
ぞ
れ
の

競
技
の
日
本
代
表
と
し
て
飛

躍
を
遂
げ
ま
し
た
。
ダ
ン
ス

部
は
、
全
国
高
等
学
校
チ
ー

ム
選
手
権
で
は
3
位
、
さ
ら

に
は
環
境
大
臣
杯
に
お
い
て

は
初
の
全
国
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。
本
年
に
入
っ
て
か

ら
は
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
が
第
72
回
全
日
本
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
大

会
へ
3
年
連
続
で
出
場
し
、

ベ
ス
ト
16
と
い
う
見
事
な
成

績
を
残
し
ま
し
た
。
只
今
、

披
露
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
以

外
に
も
様
々
な
大
会
で
素

晴
ら
し
い
結
果
が
続
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
活
躍
に
改
め

て
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
は
「
六
年

制
」
と
「
特
進
」
「
進
学
」
の

三
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、
将
来

の
確
か
な
人
生
に
備
え
た
学
力

や
体
力
、
気
力
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
本
日
の
、

高
校
卒
業
は
「
自
立
」
へ
の

第
一
歩
で
す
。
生
活
面
で
も
、

は
じ
め
て
親
元
や
古
里
を
離

れ
て
暮
ら
す
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
は
、
自
ら
が
考

え
、
行
動
す
る
と
い
う
姿
勢
が

益
々
、
皆
さ
ん
に
は
求
め
ら
れ

ま
す
。
自
ら
が
負
う
べ
き
責
任

も
重
く
な
り
ま
す
。
様
々
な
場

面
で
の
、
学
び
の
姿
勢
を
、
先

生
や
周
囲
か
ら
教
え
ら
れ
る
ス

タ
イ
ル
か
ら
、
自
ら
が
考
え
、

学
ぶ
ス
タ
イ
ル
に
切
り
替
え
て

く
だ
さ
い
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん

が
、
自
ら
の
力
で
、
逞
し
く

成
長
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り

祈
念
申
し
上
げ
、
私
の
祝
辞

と
い
た
し
ま
す
。
本
日
は
、

ご
卒
業
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

三
重
高
等
学
校
を
卒
業
さ
れ

る
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
学
校

法
人
を
代
表
し
て
心
か
ら
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
お
子
様
を
本
日
ま

で
、
大
切
に
支
え
て
こ
ら
れ

た
保
護
者
、
ご
家
族
の
皆
さ

ま
方
に
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
お
子
様
の
在
校

中
に
は
三
重
高
等
学
校
の
教

育
方
針
に
、
深
い
ご
理
解
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
新
し
い
門
出
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
私
た
ち

の
感
慨
は
ひ
と
き
わ
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
三
重
高
等

学
校
は
、
松
阪
市
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら

強
い
要
請
を
い
た
だ
き
、

１
９
６
１
年
（
昭
和
36
年
）

に
開
校
し
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
数
え
て
、
皆
さ
ん
は
、
57

期
生
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
卒
業
生
は
、
皆
さ
ん
を

加
え
て
4
万
人
を
超
え
、
多

く
の
同
窓
生
の
皆
さ
ん
が
全

国
で
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
が
4
月
か
ら
迎

え
る
各
々
の
ス
テ
ー
ジ
に
お

い
て
も
、
母
校
を
同
じ
と
す

る
同
窓
生
は
、
必
ず
や
卒
業

生
の
皆
さ
ん
を
支
え
て
い
た

だ
け
る
存
在
と
な
り
ま
す
。

ど
う
か
、
皆
さ
ん
も
三
重
高

等
学
校
の
同
窓
生
と
し
て
の

誇
り
を
も
っ
て
ほ
し
い
と
念

願
致
し
ま
す
。

　

三
重
高
等
学
校
の
半
世
紀

 

式  

辞

学
校
法
人
三
重
高
等
学
校　

　

理
事
長　
梅
村 

光
久

令
和
元
年
度

三
重
高
等
学
校
卒
業
式
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特 別 活 動 濵口 晃輝（2K1）
第19回毎日パソコン入力
コンクール全国大会

（毎日新聞社主催　令和元年12/8　
東京国立オリンピック記念青少年
総合センター）
基礎学力向上漢字中・高校生の部　5位

藤原 陸（2K1）
ドッジボール2019
J.D.B.A.全日本選手権

（日本ドッジボール協会
主催 令和元年10/20  
静岡市このはなアリーナ）
チーム松阪SC・Returns　
優勝

MOS（マイクロソフトオフィス
スペシャリスト）世界学生大会
2019国内大会

（オデッセイコミュケーションズ主催）
高等学校・高等専門学校・高等専修学校
エクセル部門　入賞

令和元年度 クラブ活動結果報告（1月～2月）

県内大会
ソフトテニス部 新人戦	 男子　団体戦　優勝	 　女子　団体戦　優勝

剣道部

新人戦	 男子　団体戦　優勝
	 　　　個人戦　優勝　藤堂 文太（1K4）
	 	 2 位　中西 健吾（1S5）
	 	 3 位　野田 修市（2S1）
	 女子　個人戦	 3 位　藤本 有紅（2S1）

サッカー部 新人戦	 男子　優勝（17年ぶり、3回目）　　女子　準優勝

ゴルフ部 新人戦	 男子　2位　西山 光（2K1）　　女子　2位　長田 莉子（2S3）

バレーボール部 私学大会	 男子　優勝　	 女子　優勝
新人戦	 男子　3位　	 女子　2位

東海大会・中部大会

演劇部 第 72回中部日本高等学校演劇大会　奨励賞

剣道部 第 6回東海高校選抜大会　男子　団体戦　3位　　女子　出場

バレーボール部 第 25回東海私学大会　 男子　5位　　女子　優勝

ソフトテニス部

第 50 回東海高校選抜大会
男子　団体戦　優勝
　　　個人戦　2位　林 樹杏（2K3）・岩本 幸大（2K3）
	 　3位　仲川 晴智（1S5）・近藤 拓空（1K2）
	 　　　　前川 瞬希（1S5）・山村 心（2K4）

全国大会

弓道部
第 38 回全国高等学校弓道選抜大会
男子　団体戦　5位	 上田 侑矢（2T1）・川北 圭介（2K1）　　女子　出場
	 伊藤 龍斗（2T1）・世古 智哉（5B）

バレーボール部 第 72回全日本バレーボール高等学校選手権大会（春高バレー）　女子　出場

将棋部 第 28回全国将棋新人大会　出場　北橋 きらり（1T2）
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　1月25日から2月2日まで、ボストンでハーバード模擬国連が開催されました。その名が示すように、35の
委員会で国連と同様に、飢餓、人権、差別、汚染など地球規模の問題が話し合われました。本校からは4年
生2名がIAEA（国際原子力機関）に、5年生2名がUNESCO（国際連合教育科学文化機関）に参加しまし

た。各委員会では世界52か国から集まった出席者と席を並べ、現状に対する判断や問題点の確認を経て、解決策に至るまで
の白熱した討議に参加しました。
　各国の利害や複雑な要素が絡みあう問題はなかなか合意に至ら
ず、お互いの主張が飛び交う時間が長くなる場面もありました。議
論は連日深夜まで及びましたが、参加した4 人はそれぞれの委員会
で最終決議案の合意に積極的に関わりました。4 人にとっては準備
に 4か月をかけた長い取り組みでしたが、4日間を通して世界の枠
組みがどのように作られているかを知る貴重な機会になりました。

【参加生徒】
 ＵＮＥＳＣＯ	 5A  伊藤 夕莉
	 5A  梅村 美香

 ＩＡＥＡ	 4A  鈴木 愛弥
	 4A  角野 百千

　私たち4年生は「国際原子力機関」という部門でこの大会に参
加をしました。昨年から準備をしていましたが、話す相手がネ
イティブということもあり不安でいっぱいでした。しかし、最
初のスピーチをし終えた時、隣に座っていたオーストリア代表
が「Good」と声をかけてくれ一安心し、同時にコミュニケー
ションの取り方を教えてもらった気がします。
　私たちは原子力発電にフォーカスして十分な準備をして会議
に挑んだつもりでした。ですが、各国代表は原子力発電だけで
なく核兵器、また自国が目指す政策に必要な予算、期間までを
も提示していました。さらに彼らは私たちが準備してきたはず
の原子力発電の知識をも凌駕し、日本語ですら知らないことを
当然のように主張していました。彼らの知識はすさまじいもの
と知り、同時に私たちの準備の不完全さを思い知らされまし
た。何らかの活動をするときは彼らのように多角的に物事を見
て、あらゆる可能性を考慮して熟考する必要があるのだと改め
て感じさせられます。
　私は英語に不安を抱きながらも心のどこかで何とかなるとも
思っていました。ところが相手の話す速度が速く聞き取れない
だけでなく、話す内容が専門的ということもあり、私の英語力
ではまったく太刀打ちできませんでした。これは私にとって悔
しいことで、今後の英語の学習への大きなモチベーションとな
りました。英語力を磨く不可欠さだけでなく、模擬国連、その
後の日本大使館や国連本部の訪問を通じて目の前に広がった世
界の課題、それに取り組む政治の在り方、そして将来私がそれ
らとどのように向き合うかなどを考えさせられたこと。私はこ
のようなことを得られたことを嬉しく思い、このような機会を
与えてくださった先生方への感謝の気持ちを忘れずにこれから
も学校生活を送っていきたいです。

４Ａ　鈴木 愛弥世界の中心に向かう

　参加が決まったと同時に大会は始まっていた。とにかく準備
の質と量が不可欠だからだ。大会の公式サイトを徹底的に読み
込み会議の内容が明らかになるにつれ、準備の量が何倍にも増
えていった。まずは私たちが代表をする「リビア」という国を
理解し、リビア代表としてどの視点から議題に取り組むか、膨
大な量のリサーチを4か月かけて行った。何度もペアと討論しな
がら、時にはぶつかりながら、私たちは最終的に2つの観点から
主張をすることとなった。
　会議当日、第1回目の討議で私はスピーチのトップバッターを
務めることになった。何を話したか覚えていないほど緊張した
が、その後の4日間はあっという間だった。会議中に痛感した
ことは他国の代表者の自信と積極性だ。発言権を求めて何度も
プラカードを挙げる代表者や、自由討論の時間に熱く政策を語
る代表者を見て、負けてられないという思いが湧き上がってき
た。この4日間のために準備をしてアメリカまで来たのだから後
悔はしたくないと強く思った。相手の主張を理解し書き取り、
自らの主張を英語で発することを同時にするのは大変だった
が、時間が経つにつれ討論を楽しむことが出来た。正式討議で
は、再度スピーチに挑み、他国代表者の人をひきつけるような
語り口調を真似して、今度は自信を持って力強く発言すること
ができた。スピーチや他国とのコミュニケーションを通して今
までと違う自分を見つけることができた。
　大会後、ハーバード大学の学生の「人との出会いは何にも変
え難い一生の宝物だ」という言葉に大変に共感した。今回、協
力をしてくださった先生方やエールを送ってくれた友人など、
周りの人の支援なしでやり遂げることは出来なかった。また、
今回の模擬国連で世界中から集まった高校生に刺激され、私自
身が大きく成長することができた。

５Ａ　梅村 美香新しい自分を見つけた４日間

活動
報告

ハーバード模擬国連に参加しました
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第6回みえの森フォトコンテスト	 優秀賞　5B　山元 奏弥

第54回全国野生生物保護実績発表大会	 文部科学大臣賞　科学技術部　4A　角野 百千　1C　石川 恵雅

日本国憲法企画「憲法動画コンテスト」	 高校生以下の部　金賞　4A　山田 淳也

第23回全国高校生創作コンテスト（國學院大學・高校生新聞主催）	 俳句の部　佳作　5Ａ　髙濵 颯太

伝達
表彰

　地球上の生きものは46億年という
長い歴史の中で、さまざまな環境に
適応して進化し、数千万種ともいわ
れる多様な生きものが生まれました。
その生物たちは、生物多様性『生態
系の多様性、種多様性、遺伝的多様

性（遺伝子の多様性）』を持っていることが知られています。
　その生物多様性の保全は、人間の暮らしを支える根幹で
あるといわれており、単にその場の自然環境を守るだけでな
く、生物多様性の恩恵を受ける社会全体で生物多様性の価
値を理解し、守る行動をしていかなければならないと考えら
れています。
　生物多様性の重要性を知り、自然との繋がりを取り戻すこ
とを目標として、2010年10月に名古屋で開催された生物多
様性条約第10回締約国会議（COP10）で採択された、世
界目標である「愛知目標」の達成に貢献するため、2011年
から2020年までの10年間は、国連の定めた「国連生物多
様性の10年」とし、国際社会のあらゆるセクターが連携して
生物多様性の問題に取り組むこととされています。これを受
け、「国内のあらゆるセクターの参画と連携を促進し、生物
多様性の保全と持続可能な利用に関する取り組みを推進す
るため、「国連生物多様性の10年日本委員会」（UNDB-J）
が2011年9月に設立されました。
　今回、本校は授業での取り組み（中学1年の海の学校、中

学2年の蓼科での夏季合宿、中学3年の愛媛大学およびと
べ動物園での研修旅行、中高の通常の授業活動）、生徒会
活動（海岸清掃・地域活動）、クラブ活動（科学技術部）が評
価され、「国連生物多様性の10年日本委員会」の連携事業
に認定されました。
　1月17日（金）名古屋市のセンチュリーホールで行われた
認定式には、学校代表として5A沖田龍之介さんが参加し、
認定書を授与
されました。

三重中学校・三重高等学校が、「国連生物多様性の10年日本委員会」
（UNDB-J）の連携事業に認定されました。

　私は将来美術系に進路を考えていて、それに向けて準備を進めています。その中で「制作課題として、
動画コンテストに応募してみないか」という言葉をかけていただくことがありチャレンジをしてみました。

「基本的人権の尊重」という非常に難しいテーマでしたが、「人権の大切さをわかりやすく表現する動画
を自由に作る」ということで、将来へのチャンスだと思い、どうすれば身近な問題に感じてもらえるかを
1週間ほど自問自答しました。実際に撮影するにあたっては、役者からスタッフまで同級生が協力をして
くれて、納得がいくまで作り直すことができました。この動画作りを通じて改めて「人権を傷つける」と
いうことの危なさと、「思いを人に伝えるためにどうするか」ということについて深く考えることができ
ました。将来の夢に向かって、これからもいろいろなチャンスを活かしていきたいと思います。

人権の大切さを「見える化」しよう。 ４Ａ　山田 淳也

　僕は昨年末に群馬県で行われた第38回全国高等学校弓道選抜大会において、男子団体のメンバー
として出場し、全国第5位という成績を収めることができました。予選から三度の試合を経て、男女
そろって出場を決めたこの大会。他県の選手の高い技術に刺激を受けたことはもちろんですが、大
きな大会独特の緊張感など、様々なことを経験し、多くのことを学ばせていただきました。そんな
緊張の中、競技に集中し、力を発揮できたことは、弓道に限らず、これからの僕の人生における大
きな自信につながりました。また、スランプや、勉強との両立で悩んだこともあった中、このよう
な成績を残すことができたのは、僕達の練習を確保するために尽力してくださった先生方や、支え
合ってきた部の仲間、何より家族の理解のおかげです。本当にありがとうございました。

僕の自信に 弓道部　5B　世古 智哉

活動
報告
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も？ええっと…モダンバレエ。次の人「え」	 中須　優斗
えがく未来の実現	 中西　康太
いろんな経験ができて楽しかったです。	 中西　茉名
づから始まるものが思いつかなかった笑	 中村昂太郎
るーずな生活をしないように気を付けます。	 西村　颯真
はねをのばしたい。	 野島　光貴
る璃色の　澄んだ空へと　思い馳す	 野田妃加里
にこにこ笑顔が一番！	 野村　拓己

なんだかんだ楽しかった６年間。	 橋本　　大
りかい、そしゃく、きおく、ぼうきゃく	 松永　　穣
に年間すごく楽しかった！	 萬濃　美月
けっこう楽しかった６年間	 宮原　光彦
るんるん♪やっと卒業。お疲れ様でした。	 村田裕生帆
かんこく旅行に行きたい。	 山岡さくら
もっとも楽しかった６年間！	 弓岡　透真

それぞれの道に進んでいくみんなへ。
　思い通りの進路に希望にあふれて春を迎える
人、予想もしなかった進路に不安な気持ちで春を
迎える人、神様なんていない、って思いながらつ
らい春を迎える人、…それぞれの道に、それぞ
れの思いで進んでいくことと思います。
　それでも、誰にも春は訪れ、誰もが、「今」か

らがスタートです。
　寒さに耐えた花ほど、強く美しく咲く。大丈夫。
広い広い世界が、待っています。それぞれの道を、
自分の足でしっかりと踏みしめ、進んでいってくだ
さい。いつかきっと、「自分はこのために生まれ
てきたんだ」って思える瞬間に出会えるでしょう。
それぞれの、素敵な人生を。卒業、おめでとう。

早めの出発心がけるだけで終わった6年間	 石山　　凜
長いようであっという間だった6年間	 市川　美侑
わが6年間に一片の悔い無し。	 伊藤　奨吾
APPRECIATE	 上川　雄飛
大変でしかなかった部活動	 植木　悠斗
数学、体育、生指からの卒業。	 上田　咲音
推薦で使えることは積極的にやろう。	 大江　泰聖
文武両道を常に一所懸命に。	 大西　渉斗
一瞬。	 岡井　愛登
楽しい学校生活を送ることができました。	 小津　香琳
6年間ありがとうございました。	 小野　菊伽
厳しい校則だった。さすが進学校。	 金児　隆史
古の教えにとらわれずに生きような。	 川邊　由奈
6年間ありがとうございました。	 河村　紗希
6年間ありがとうございました。	 久米　悠斗
高校生活ありがとうございました。	 後久まどか

PTA会長がお世話になります。	 髙瀬　翔己
しんどかった～…？	 髙松遼太朗
やっと卒業できるぜ。	 田川　航多
長かったようで短かった6年間。	 多氣　楽夏
６Dは優しい副級長にめぐまれました	 土井　爽馬
6年はワンピース観て終わった。	 中　　博生
百川海に学びて海に至る	 中西　　涼
6年が一番早く終わった。	 西久保壮矢
悔いのない楽しい6年間でした。	 濱田　蒼登
6年間ありがとうございました。	 早川　奈那
まじめな人間になりたい	 日野　啓真
６Dたのしかった！	 前川　夏葵
最後に最大かもしれないニュース事変再生	 松井　涼乃
なるようにしかならない	 松井　悠亜
花咲き誇って夢	 松田　夏帆
自分の運を信じれば、何でも起こる。	 山中　幹太

自分の道を 6D担任　神原 和子6年D組
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　皆さんが中学校 1 年生の時のこと
です。3 月に娘が産まれました。放
課後、生徒の指導が終わってから職
員室に戻り、ふと携帯を見ると、「産
まれたって !」とメールが入っていま
した。急いで病院に駆けつけると、
妻の横でスヤスヤと眠っている赤ん

坊がいました。奇麗な整った寝顔で、たまにあくびをする仕
草が可愛くて、何時間でも見ていられるような、そんな愛し
さで一杯でした。
　その後は、妻が育児休暇をとってくれたのですが、1 年
後すぐに会社に復帰したいということで、そこから私のイク
メン生活が始まりました。妻は名古屋まで通勤しているため、
私より朝も早く帰りも遅いです。だから、私が 1 歳の娘を起
こし、朝ご飯を食べさせ、保育園に連れていき、保育園で
夕食を食べさせてもらい、仕事帰りに保育園に迎えに行くと
いう生活でした。仕事が長引き夜遅くに迎えに行くと、職
員の方はすでに帰っていて、園長先生と2 人で待っていて
くれたこともありました。「パパ、もっと早く迎えに来て。お
夕飯、おうちで食べたいよ。」と言われて悩んだ日もありま
した。

　その後も、色々な葛藤に悩まされながら月日がたち、今
月ようやく5 歳の誕生日を迎えます。今でも通勤時に保育
園に送っていくのですが、娘の横顔を見ながら「こいつと
出会って、もう5 年たつのかぁ。」と、ふと思ったりもします。
たぶんそのうち反抗期に入り、一言もしゃべってもらえない
日がくるのでしょうが、それでも大好きな事には変わりない
し、自分の命に替えてでも守らないといけない存在だと思っ
ています。
　君たちにも、そんな時があったことを、今思い出してほし
いなと思います。産まれた日には、両親、親戚、家族が抱
き合って喜んだことを。仕事や人間関係等、色々な悩みを
抱えながらも、一生懸命子育てをしてきた親の姿があったこ
とを。高校卒業というこの節目に、今一度、親御さんに感
謝の気持ちを伝えてほしいなと思います。受験がひと段落
したら、昔のアルバムなんかを見ながら、皆で思い出話で
もしてみてはいかがでしょうか。三重で過ごした 18 年間の
思い出を大事にして、次の新天地でも充実した日々を過ご
してくれたら嬉しいなと思います。
　最後になりましたが、6 年間学年のサポートや指導に携
わって頂いた、保護者の皆様、たくさんの先生方に感謝の
気持ちを述べ、卒業の言葉とさせていただきます。

いつでも、和やかなクラスでした。	 阿藤　寛奈
しー組の2年間最高に平和でした。	 伊藤　綾沙
ばっくなんばーのライブ行きたい。	 伊藤　圭佑
しょしかんてつのせいしんに。	 内田裕一朗
るーぷを見つけて回路方程式を立てろ！	 大西　章仁

たたらを踏まずに過ごしていきたい。	 大西　　宝
るいは友を呼ぶから周りと自分は似た者同士。	 岡田　美優
みんなと過ごした６年間は一生の宝物です。	 川村萌々華
のりの良いクラスで楽しかったです。	 木屋　元斗

うえを向いている自分だけを信じろ。	 神田　彗佑
えらんだ道を突き進みたい。	 小倉　　響
のびやかに過ごせた６年間でした。	 坂口　椋耶

さガルマータ知ってますか。	 沢口　悠紀
わらってますか未来の自分。	 鈴木　悠介
らいねんからは新天地へGO！	 瀬口　佳活
びたみんの重要性！	 程　　顕瑋
のびてほしい身長、おねがい。	 長崎　香帆

子育てを経験して 6Ｃ担任　北村 怜央6年C組
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楽しかった6年間	 多賀　光希
気づいたら6年間もいました	 伊達　愛菜
友達と楽しかった6年間	 田中　大資
そこそこの6年間	 天花寺連夜
ほのぼのハッピー6年間	 西村なつみ
6年間長かったなあ	 藤本　華衣

いつかきっとつくっちゃおう	 青木　直央
ごめん、	 泉　　奈佑
すごいものつくっちゃおう	 岩瀬純一郎
同窓会には行けません。	 大久保夢来
いま、シンガポールにいます。	 岡野　　樹
この国を南北に縦断する地下鉄を	 加納　優花
私は作っています。	 河合由香子
つくるって楽しいよ～	 川口　隼世
本当は「あの頃」が恋しいけれど	 久野　桜佳
やってみよう！	 後久　拓海
考えるとドキドキ	 齋藤　正真
なんだかゾクゾク	 酒井　俊輔
ニヤニヤしちゃうよ～	 竹内　一真
こんなこと！	 竹内　優斗
そんなこと！	 田中　崇馬

このクラスでよかった6年間	 増田　祥之
「級長」と呼ばれ続けた6年間	 松岡　篤希
6年間を表すにはこの余白は狭すぎる	 三輪　魁成
正直遊び散らかした6年間	 村上　　心
一生の宝物の6年間	 森田　優希
文学と音楽を愛した6年間	 山本莉緒那

あんなこと！	 土岐　慧都
ぜったいぜったい	 中西　　慧
できるよね	 西村　幸朗
でも、今はもう少しだけ	 日口　誠都
ほんとにほんとに	 前田流羽矢
知らないふりをします。	 宮原　麻有
私の作るこの地下鉄も	 宮村野乃子
できるよね	 宮本　潤一
きっといつか	 向井　七海
未来はすぐそこだよ	 村木　　稜
誰かの青春を乗せるから！	 山口　瑠璃
大成建設（たいせいけんせつ）	 山﨑　楓華
レッツゴー！	 吉﨑　太一
清水建設（しみずけんせつ）	 吉村　俊哉

　卒業生の皆さん、おめでとうございます。
それぞれの新しいステージに向けて、様々な絵
を描いて、決意も新たにされていることだろう
と推察いたします。
　さて、つい最近のことですが、何気なく雑誌
を読んでいて、イチロー選手のある言葉に出
会って、深く感銘を受けました。
　「自分が全く予想しない球が来たときにどう
対応するか、それが大事です。試合では打ちた
い球は来ない。好きな球を待っていたのでは
終わってしまいます。」
　ああ、私はこれまでに何度終わってしまって

いたのだろうかと苦笑いをしながらも、そのわ
かりやすい表現が琴線に触れて、しばらく自分
自身のことを回想していました。
　生きていると、全く考えていなかったことや
予期していなかったことが起きます。真剣に
準備して頑張ってもとんでもないことが起き
ます。失恋、受験、人間関係、その他諸々、若い
ときは特に試練です。
　しかし、人生はトーナメントではありませ
ん。最期まで続く永遠のリーグ戦です。
　卒業生の皆さんの人生が豊かでありますよ
うに。

予期せぬことにも淡々と 6B担任　澤田 真明6年B組
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　私は皆さんと同じく三重中高六年制の卒業生です。今
年の1月2日に16 年ぶりに同窓会がありました。久しぶ
りに再会した友人も多かったのですが、話をしているうち
に懐かしい出来事が次々によみがえってきました。自分が
10 代の学生に戻ったような不思議な感覚でした。中学生、
高校生時代の時間は非常に密度の濃いものであり、三重
中高で友人と切磋琢磨した 6 年間が自分の礎になってい
ることをあらためて感じさせられた同窓会でした。皆さん
はいつの日か母校を振り返って考えたとき何を思うので
しょうか。
　皆さんの卒業を祝って次の言葉を贈ります。「幸せを手

に入れるんじゃない。幸せを感
じることのできる心を手に入れ
るんじゃ。」これは私が大好き
な甲本ヒロトさんの言葉です。
たとえ幸せが目の前にあったと
しても、幸せを感じることので
きる心がなければ、その幸せはいつまでたっても見えない。
今ここに生きている自分や、周りの人、環境に感謝して、
小さな幸せを感じ取っていきたいなあと。なるべく小さな
幸せをなるべくいっぱい集めたいなあと。卒業おめでとう。
これからの皆さんの活躍を楽しみにしています。

もっと勉強すればよかった6年間	 石井明日菜
いろいろあった6年間	 石本　直也
記憶にないよ6年間	 伊藤　綾香
自転車を漕いで足に筋肉がついた6年間	 内田　彩希
お前の命はあと6年間	 浦田のどか
6時間くらいに感じた6年間	 大中愛侑花
仲間と築き上げた大切な6年間	 大西浩太郎
一瞬で過ぎ去った6年間	 大西結衣菜
思い出いっぱい6年間	 大野　好夏
ハピハピハッピー6年間	 大野　美優
前半戦で力尽きた6年間	 岡田真由子

いっぱい笑った6年間	 形神　絵理
ミラクルハッピー6年間	 加藤　愛理
忘れられない6年間	 株戸　　悠
毎日幸せだった6年間	 業天　孝基
スペシャルハッピー6年間	 小倉　　薫
エクストラハッピー6年間	 小坂　朋生
長いようで短かった6年間	 後藤　聖花
ハッピーオーラ溢れた6年間	 小林　大輝
スーパーハッピー6年間	 酒徳　祐菜
ウルトラハッピー6年間	 柴田　奈穂
一言では言い表せない6年間	 世古　彩乃

　「人生のハレ舞台は、ケの日を生きるために
行うのですから、大切なのはケですよ。」初め
て伝えたときのことをよく思い出します。
　6年間の日常が終わりました。もう皆さんの
日常はここにはありません。春からは新しい日
常を懸命に生きてください。人生にとって大切
なものはすべて日常にあり、励まなければなら
ないことも日常にあるのです。

　仕事を持ち、世界を知り、守るものが増え、
成熟したころ、ただの社会人同士、話をしましょ
う。ただし、日常に迷い、立ち止まったときは、
いつでも来てください。その例外を除いて、三
重高校に遊びに来てはいけません。立ち入り禁
止です。
　最後に、6年間、特別な日常を頂きました。
ありがとう。卒業おめでとう。こころから。

卒業おめでとうございます 六年制高校部主任　岡田 耕児

立ち入り禁止 6A担任　増井 陽一6年A組
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　６年生の皆さん、卒業おめでとうございます。保護者
の皆様にも謹んでお祝いとお慶びを申し上げます。また、
これまでのご支援とご協力に感謝申し上げます。
　中等教育を終えた君たちに、私は毎年同じ話をしてい
ます。
　まず、今日家に帰ったら何よりも、君たちは授与され
た卒業証書を親御さんにお見せしてきちんとお礼を言わ
なくてはいけません。この６年間、教育の場を与えてい
ただいたことに、しっかり言葉にしてお礼を言いなさい。
心からの感謝を言葉にしてほしいと思います。大切なけ
じめです。
　れから先、三重中学校・高等学校の卒業生であること
は一生続きます。これからも母校を応援して下さい。頼
みます。そして、やがて社会に出た時には、本校で学ん
だ四大綱を体現し、即ち、ルールを守りベストを尽くし
チームワークをつくり相手に敬意の持てる人間となっ
て、自らの選んだ分野で活躍して下さい。「私

わたくし
」の修養

を経て「公
おおやけ
」に尽くせる人間になって下さい。実力をつ

けて、仲間を助けることのできる人間になって下さい。
　大人になれば、自分の判断で他人の生活が左右される
ような場面があるかもしれません。辛く厳しい場面に立
つこともあるでしょう。親御さんはいつまでも助けては
くれません。自分自身の力で、どうか挫けないで困難に
立ち向かってほしいと思います。知性を磨いて、自分で

考えて、思いやりの心を持って、そして何よりも勇気を
持って生きて下さい。自分に甘え、大人に甘え、社会に
甘える若者になってほしくない、他人の批判には熱心だ
が自分の我儘には鈍感な人間になってほしくないと痛切
に願います。
　これからの人生で君たちに良い出会いのあることを
願っています。師は必ず立ち現れます。君が見ようとし
聞こうとするならば、心を澄ませて素直な気持ちで学ぶ
姿勢を忘れなければ、必ず師は見つかります。そして、
多くを学んだ後に、今度は君が後輩たちの道標になるの
です。
　偉くならなくてもちっとも構わない、私はそう思って
います。ただ市井の一人として、そのおおらかさと誠実
さとやさしさでもって、君の周りにいる人たちにとって
小さな、しかし温かい火を灯して生きてほしいと思いま
す。心にはいつも泉の如く滾々と湧く、枯れることのな
い真水を湛えていて下さい。今まで受けてきた愛情をこ
れからは君が与える番ですから。
　最後に、朝礼などで事あるごとに君たちに言ってきた
言葉を繰り返します。「世の中は努力以上のことは起こ
らない」ということ。もう聞き飽きましたかね。しかし
私はこれを真実だと思っています。また、努力に見合う
結果がいつも出るとは限らない、というのも本当だと思
います。だからといって、努力を怠ってはいけない、こ
れもまた確かなことです。宣長の言うように、「倦まず
怠らず励みつとむること」だけが、私たちにできること
です。結果は運命の女神に任せておけばいい、私はそう
考えています。自分が継続して努力を続けているか、昨
日の自分より今日の自分は成長したか、明日の自分は今
日の自分より成長できるのか、その一点を見つめて頑
張って下さい。
　では皆さん、この６年間で身につけた、辛抱強く学ぶ
意欲をもって元気に学び続けて下さい。
　卒業おめでとう。諸君の人生に幸多かれと祈ってい
ます。

卒業おめでとう
三重中学校　　校長　野田 佳均
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学術と スポーツの
真剣味の 殿堂たれ
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